
名古屋哲学フォーラム2025 
「デジタル・ヒューマニティーズと哲学」 
 
デジタル・ヒューマニティーズ（Digital Humanities）とはコンピューターやインターネットなどの情報技
術を人文学に応用するための方法論の研究、ツールの開発、それを使った実践などを意味する。例

えば歴史的資料のデジタル化・アーカイブ化・オンラインでの公開、オンラインでの共同資料研究の

仕組みの開発、テキスト分析ソフトによるテキストマイニング、コンピューター・シミュレーションに基づ

く人間の認知・思考・行動などのモデルの構築などが典型である。近年では人工知能を利用した文

芸作品や美術品の分析・評価、生成AIによる文章や画像の生成なども盛んに行われている。今回
の名古屋哲学フォーラムでは、デジタル・ヒューマニティーズ的な方法が哲学にどのように活用でき

るかを考えるべく、情報技術の力を借りて哲学を促進する取り組みを実践している研究者にご提題

いただき、議論をしたい。 
 

●​ 日時：2025年2月22日14時から18時 
 

●​ 場所：名古屋大学全学教育棟SIS4教室（下記のキャンパスマップのB4(1)）の4階南側 
　キャンパスマップ：https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html 
　全学教育棟講義室配置図：

https://www.ilas.nagoya-u.ac.jp/images/map_mainbuilding.pdf 
　建物の北側の入り口からお入りください。 
 

●​ 参加申し込みフォーム：
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf-Bi-ilGC__9j6Yd6GGM5vhoGBYSYVlqPX3
FUlDAJTF89DrQ/viewform?usp=header 
 

●​ 提題者とタイトル、概要 
○​ 岩田直也：「AIを活用した哲学研究：「ヒューマニテクスト」の可能性」 

■​ デジタル・ヒューマニティーズと生成AIの進展により、古代ギリシア語・ラテン
語原典の文献研究に新たな可能性が拓かれています。本講演では、RAG手
法を活用した対話型AI「ヒューマニテクスト」の事例をもとに、哲学研究への
応用と課題を考察します。　 

○​ 西村正秀：「深層ニューラル・ネットワークと概念所有」 
■​ 1980-90年代でのコネクショニズムを巡る論点の一つは、それが古典的計算

主義の特徴とされた「体系性」を持てるのか否かという点であった。この体系

性は概念所有の必要条件だと考えられる。本発表では、近年のコネクショニ

ズムで用いられる深層ニューラル・ネットワークがこの論点についてどのよう

な解答を与えうるのかを、非言語的な表象フォーマットを措定する認知地図

理論との比較などを交えながら批判的に検討する。 
○​ 日出恵輔：「哲学対話AIの構想 -非同期型哲学カフェの実践を手がかりに-」 

■​ 本講演では、哲学カフェ・哲学対話とAIの関係性を巡って、1)AIをテーマにし
た非同期型哲学カフェ・哲学対話の実践報告、2)エージェント・ベース・シミュ
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レーション（ABS）から哲学対話AIに架ける橋、以上ふたつの話題を提示し、
議論します。 

 
●​ プログラム： 

○​ 14:00- 趣旨説明 
○​ 14:10- 岩田氏提題と質疑応答 
○​ 15:00- 西村氏提題と質疑応答 
○​ 15:50- 休憩 
○​ 16:00- 日出氏提題と質疑応答 
○​ 16:50- ディスカッション 
○​ 17:50 閉会 

　 
●​ 共催：名古屋大学大学院情報学研究科・価値創造研究センター・ポジティブ情報学プロジェ

クト​
 

●​ 問い合わせ先：久木田水生 kukita.minao.p7[at]f.mail.nagoya-u.ac.jp 
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